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（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
刑
法
第
百

七
十
六
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
の
罪
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
罪
と
み
な
す
。

２

施
行
日
か
ら
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
罪
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
罪
は
、
前
条
」
と
、「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
三
条
第

一
項
」
と
す
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
号
中
「
こ
の
法
律
」
の
下
に
「
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
八
十
二
条
」
を
加

え
る
。

第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
」
の
下
に
「
、
刑
法
第
百
八
十
二
条
」
を
加
え
る
。

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
か
ら
第
百
八
十
条
ま
で
」
を
「
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
七
十
九
条
又
は
第
百
八
十

条
」
に
改
め
る
。

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
十
四
条

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
刑
法
第
百

七
十
六
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
又
は
旧
刑
法
第
百
八
十
条
（
旧
刑
法
第
百
七
十
六
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で

に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
規
定
す
る
行
為
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害

行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号

に
掲
げ
る
行
為
と
み
な
す
。

（
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
百
七
十
七
条
」
を
「
第
百
七
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
児
童

買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
刑
法
第
百
八

十
二
条
の
罪
又
は
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
る
。

（
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る
刑
法

第
百
八
十
二
条
の
罪
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
刑
法
第
百
六
十
五
条
第
一
項
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
、
第
百
六
十
七
条
第
一
項
、
第
百
六
十

八
条
の
二
第
一
項
、
第
百
六
十
八
条
の
三
、
第
百
六
十
九
条
、
第
百
七
十
二
条
、
第
百
七
十
四
条
、
第
百
七
十
五
条

第
一
項
及
び
第
百
七
十
六
条
の
改
正
規
定
中
「
、
第
百
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
六
条
」
を
「
及
び
第
百
七

十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
法
第
百
七
十
七
条
の
改
正
規
定
を
削
り
、
同
法
第
百
八
十
一
条
、
第
百
八
十
二
条
、

第
百
八
十
四
条
、
第
百
八
十
六
条
並
び
に
第
百
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
百
八
十
二
条
」

を
「
第
百
八
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
百
一
条
の
二
及
び
同
法

第
二
百
七
十
一
条
の
次
に
七
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
二
百
七
十
一
条
の
二
中
「
か
ら
第
百
七
十
九
条
ま
で

若
し
く
は
第
百
八
十
一
条
」
を
「
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
七
十
九
条
、第
百
八
十
一
条
若
し
く
は
第
百
八
十
二
条
」

に
改
め
る
。

（
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
九
条

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
刑
法
第
百

七
十
六
条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
に
係
る
事
件
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
刑

事
訴
訟
法
」
と
い
う
。）第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
百
七
条
の
二
、第
二
百
七
条
の
三
第
一
項（
第

一
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
四
百
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
改
正
後
の
刑
事
訴
訟

法
第
二
百
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
件
と
み
な
し
、
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二

第
一
項
、
第
二
百
七
十
一
条
の
五
第
一
項
（
第
一
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
百
七
十
一
条
の
六
、
第
二
百

七
十
一
条
の
八
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
九
十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
、
第
二
百

九
十
九
条
の
五
第
二
項
（
第
二
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
三
百
十
二
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
四
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
七
十
一
条
の
六
第
五
項
及
び
第
二
百
七
十
一
条
の
八

第
一
項
並
び
に
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
改
正
後
の
刑
事
訴
訟

法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
件
と
み
な
す
。

２

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
刑
法
第
百
七
十
六

条
か
ら
第
百
七
十
八
条
ま
で
の
罪
又
は
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
に
係
る
事
件
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続

に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改

正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
件
と
み
な
す
。

３

民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お

け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
四
十
二
条
第
一
項
」

と
す
る
。

（
検
討
等
）

第
二
十
条

政
府
は
、
性
的
な
被
害
に
係
る
犯
罪
規
定
が
社
会
の
受
け
止
め
方
を
踏
ま
え
て
処
罰
対
象
を
適
切
に
決
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
特
質
を
有
し
、
ま
た
、
そ
の
改
正
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
性
的
な
被
害
の
実
態
及
び
こ
れ

に
対
す
る
社
会
の
意
識
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に

お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
及
び
性
的
な
姿
態
を
撮
影
す
る
行
為
等
の
処
罰
及

び
押
収
物
に
記
録
さ
れ
た
性
的
な
姿
態
の
影
像
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
消
去
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第

六
十
七
号
）
の
規
定
（
以
下
「
新
刑
法
等
の
規
定
」
と
い
う
。）の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
新
刑
法
等
の
規
定
の
施

行
後
の
性
的
な
被
害
の
実
態
及
び
こ
れ
に
対
す
る
社
会
の
受
け
止
め
方
や
社
会
の
意
識
、
と
り
わ
け
性
的
同
意
に
つ

い
て
の
意
識
も
踏
ま
え
つ
つ
、
速
や
か
に
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
の
検
討
が
よ
り
実
証
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
性
的
な
被
害
を
申
告
す
る
こ
と
の
困
難
さ
そ
の
他

性
的
な
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
、
必
要
な
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
周
知
）

第
二
十
一
条

政
府
は
、
新
刑
法
等
の
規
定
が
、
性
的
な
被
害
の
実
態
及
び
こ
れ
に
対
す
る
社
会
の
意
識
の
変
化
に
対

応
し
て
、
刑
罰
を
伴
う
新
た
な
行
為
規
範
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
国

民
に
周
知
を
図
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
務
大
臣

藤

健

文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

小
倉

將
信

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信
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